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1980～90年代から，国際ビジネスの分野  































































手に入れられる。つまり．内部化優勢（Ⅰ）。   
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1．3伝統的多国籍企業理論と多国籍企業の現  








































たOLI雪中モデルと呼ばれる。   





































1この会社の英語名はMomenta Corporation of   
MountainView，California。   












三つの状況ではない。   
概して言えば，伝統理論はもう変わった国  
際環境に生まれた国際化新行為を解釈できな  
くなりました。   
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さらなる検証が必要とされる。  








































































社，つまり資産コントロー ルを通して，特に  
独特な知識コントロール，いくつかの国で価  





























































リーダーシ ップ  
圧力の源泉  



































国1新興市場企業の国際拡弓長における踏み台視点   
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表的な一連の国際化研究学者と学術理論が現  
れて，企業行為．特に先進国企業国際化の解  
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いと思う。（Autio．2005）。   
上述三つの理論はもう部分的に伝統の研究  
と異なる研究視角を示している。例えば．  
国際化は一国の企業競  1）伝統理論   
争優勢を多国で利用し，競争優勢を有効  
利用された結果であるとする。  
国際化は企業価値を創造  新理論  
している肝心な条件，競争優勢を獲る先  











ある。   
4）伝統企業国際化の通常行為特徴は高ルー   
ト依頼，低リスクと表現されている。新  
企業国際化の通常行為特徴は低ルート  
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